
顕著 独自 新規 着実 注目 課題
該当
なし

大学
自己
評価

６つの
視点

(1) 必要な入試改革の実施 Ａ ○ Ａ

(2) 外国人留学生の受入れ増加 Ａ ○ Ａ

(3) 大学院への受入れ促進 B ○ B 課題

(4) 地域の諸課題を題材とした実践的な教育 Ａ ○ ○ ○ Ａ
独自
着実
注目

(5)
地域課題に柔軟に適応し、グローバルな視点を持って
活動できる学生の育成

Ａ ○ Ａ 着実

(6) 英語を含む外国語教育の改善等 B ○ Ａ 課題

(7) 学生の英語能力向上に向けた取組の拡充 Ａ ○ Ａ 着実

(8) 学修成果の可視化と適切な評価の実施 Ａ ○ Ａ 着実

(9) キャップ制の導入 Ａ ○ Ａ

(10) 管理栄養士の養成 Ａ ○ ○ Ａ
顕著
着実

(11) 教員採用 Ａ ○ Ａ

(12) 組織的なＦＤの実施 Ａ ○ Ａ 着実

(13) 教育活動の実施体制の整備 Ａ ○ Ａ
独自
新規
注目

(14)
学生の自主性を育む諸活動の活性化に向けた支援及び
情報発信

Ａ ○ Ａ

(15) 学生への経済支援 Ａ ○ Ａ
独自
着実

(16) 学生の心身の健康に関する相談支援等 Ａ ○ Ａ

(17) キャリアデザイン教育の検証及び改善 Ａ ○ Ａ

(18) 学生の就職支援、県内への就職促進 Ａ ○ Ａ

(19) 地域課題の解決に貢献する研究の推進 Ａ ○ ○ Ａ

顕著
新規
着実
注目

(20)
研究活動の活性化に向けた科学研究費補助金への応募
義務化

Ａ ○ Ａ 顕著

(21) 外部研究資金の獲得 Ａ ○ Ａ 着実

(22) 研究水準の維持向上 Ａ ○ Ａ

(23) 学術情報基盤の充実 Ａ ○ Ａ

(24)
県や市町村、企業その他の団体の様々な課題の解決に
向けた支援

Ａ ○ Ａ 着実

(25) 学生と地域の食育・健康に関する取組 Ａ ○ Ａ 着実

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標

　６つの視点での評価に係る事務局整理表

番号と評価事項
　（※計50項目　番号は中期計画及び年度計画の番号）

R4年度（2022年度）評価

大学
自己
評価

６つの視点の評価（案）

（参考）
R3年度
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自己
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６つの視点の評価（案）

（参考）
R3年度

(26) 他大学・研究機関等と連携した研究活動の推進 Ａ ○ S
顕著
新規
注目

(27)
地域の多様な生涯学習ニーズを踏まえた学習機会の提
供

Ａ ○ Ａ
独自
新規
注目

(28) 海外留学・研修メニューの拡充 Ａ ○ Ａ

(29) 学生の留学時の経済支援 Ａ ○ Ａ 着実

(30)
学生の学内外での国際交流団体等との交流や異文化理
解の機会の拡充

Ａ ○ Ａ

(31) 留学生の受入れ環境の整備・協定校との相互交流拡充 Ａ ○ Ａ

(32) 海外大学等との研究者交流や共同研究等の実施 Ａ ○ ○ ○ Ａ

(33)
経営を司る理事長と学務を司る学長による政策的かつ
効果的な大学運営

Ａ ○ Ａ 着実

(34)
学部学科、研究科、附属機関等のあり方の検討及び必
要に応じた見直し

Ａ ○ ○ Ａ
独自
新規

(35) ＳＤ（教職員の資質向上の取組）の計画的な実施 Ａ ○ Ａ 着実

(36) 教員の個人評価 Ａ ○ Ａ

(37) 女性の教員比率を高める取組の推進 Ａ ○ Ａ

(38) プロパー職員の人材育成 Ａ ○ Ａ

(39) 大学運営の効率化 Ａ ○ Ａ

(40) 入学志願者数の水準維持 Ａ ○ Ａ

(41) 外部研究資金の獲得 Ａ ○ S 顕著

(42) 熊本県立大学未来基金の活用 Ａ ○ Ａ

(43) 効率的な運営及び経費の抑制 Ａ ○ Ａ

(44)
自己点検・評価、外部評価とそれらを踏まえた改善・
向上

Ａ ○ Ａ

(45) 情報公開、情報発信 Ａ ○ Ａ 着実

(46) 施設整備の適正な維持管理と計画的な整備改修 Ａ ○ Ａ

(47) 情報セキュリティ対策の強化 Ａ ○ Ａ

(48) 防災対策の強化等 Ａ ○ Ａ

(49) 教職員の心身の健康管理等 Ａ ○ Ａ

(50) ハラスメント等の人権侵害に関する啓発等 Ａ ○ Ａ

R4年度 2 3 3 19 2 3 25

顕著 独自 新規 着実 注目 課題
該当
なし

R3年度 5 5 5 16 5 2 26

Ⅴ　その他業務運営に関する目標

Ⅱ　業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ　財務内容の改善に関する目標

Ⅳ　自己点検・評価及び情報提供に関する目標


